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具体的には、物語中枢の重要な人物の精神に関わって、どのように生 きて働 く 「宗教性」を
発揮 しているかを吟味することである。従来このような観点から扱われた例は余 りみられな




























本章では、横川僧都が浮舟救助に当って示 した、仏の救 ということに関する言動の完壁 さ
(手習、夢浮橋)と 、紫上が出家の切望を光 る君に拒まれ通 して、思い到る内省の深さ(御
法)を 考察 し、その高度の宗教性を指摘する。
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第三節 紫上の内省 夫たる光る君に最後まで出家を許 されなかった紫上は、許されない



















































第一節 消息の検討 もとの御契 ・愛執の罪をはるか しきこえ給ひて ・一 日の出家の功徳
は、はかりなきものなれば、等の還俗 ・非還俗説の別れ目になる語句に注意 して考察、僧都
は 「一歩を進め」て還俗を勧奨 しているとする。
第二節 修証菩提 と出家 ・還俗 仏教の目指すところは修証菩提であり、出家、還俗はそ
の道程のことにすぎない。還俗についてはr浬 桑経』を引いて考察、また当時の第一人者た
る最澄 も空海 も形式的なことにはこだわらないことをr末 法燈明記』(最 澄)r続 遍照発揮性
霊集』巻十の詩(空 海)を 引いて諺証する。
第三節 還俗勧奨の真意 僧都の浮舟 ・薫に対する配慮を検討するために、小乗戒として




第四節 僧都と浮舟との落差 僧都の境位 と浮舟 との間には落差があった。それには、宇
治十帖における貴族に対する考え方が、正篇の紫上、光る君等に負わせた理想性 と異るもの
を考えていたからであるとする。






第一節 ←液 居の僧都 藤壺 ・冷泉帝の夜居の僧。冷泉帝が実父を知 らず、その礼を尽 く









慮で仏道に即 したその誠実 さを考える。日横川僧都、仏の救を掲げてひたす らその実現を努
めた僧侶 として、物語の中心人物を導 く導師として、最後に出現させ られている意義を考え
る。
結語 源氏物語の僧侶像における特質 すべて官僧であるにも拘 らず、単なる御用僧侶か
ひじり








第一節 「聖」の語の考察 今 日 「ひ しり」の語に 「聖」という漢字をあてて自明なこと





仮名書きの用例 としては万葉集29の 歌に 「日知」の一例のみ。続いては、古今集仮名序の
一例である。あと竹取一、うつほ四、枕草子四とみられ、源氏物語に続いてゆ く。竹取以下





説文解字の 「聖」の儒者的な意味のものと万葉仮名の 「日知」の現す意味は共通 している
ようで あり、「聖」と 「ひ しり」の関連を解く鍵が秘められているようであるが、厳密なこ















あるゆえに、それ らは 「聖」と呼ばれないで 「聖だっ」という表現で現されている。横川僧
都は、妹尼に 「聖」と呼ばれているけれどもこれは、物語では本来的の呼称ではない。
源氏物語における 「聖」について考察するために、その背後に連なる歴史的用例の展開と
物語における様々な用例に接 したが、実際に物語の中の人物として登場 し、活躍する 「聖」
としては、徳高 く、験の力を発揮 しうる僧であると共に、名聞か ら自由な僧が描かれ、物語
















































立 って、父親である光る君が当惑 しつつ正妻雲井雁一条宮両者の ことを慮 り、女性の運命に
っいて思を致すところであるので、後半を紫上のものとすることは筋が通 らないのである。
紫上は、この時点では、 自らの生の終に対 してどのような対処をなすべぎか深い慮 りの うち
にあるのであって、この時も、光 る君が一条宮のため しに則って、自分の亡い後の紫上にっ
いて 「うしろめたく」思 う旨を述べたところ、顔を赤らめ、無言の対応を示 しているのみで
あったことを叙されている。
第二節 若菜下巻の一節の解釈について 若菜上巻で、晴天の霞震のようにして女三宮が








てや」一 〈'その代 りとしてか〉一 思いのほか永 らえたと述懐 している。そうして光る君











自分は 「それにかへてや」と受けとめる光る君に対 して 「自らの祈なりける」と受けとめる
紫上の方に深い受けとめ方を看取 し、未だ世俗の世界で一応の充実感をもっている光る君に
対 して、すでに深い苦悩を経験 した紫上の方がはるかに深い思慮を示 しているものとみるの
である。〈もの歎か しさが祈となって ここまで来ることが出来た〉という考え方には 「苦 し
み悩みは恵みへの契機である」さらにいえば 「苦 しみ悩みは恵みである」という敬度な受け
とめ方を、見うると思う。当時にあって も、加持祈疇だけが祈 りではない。源氏物語にも多










て到達 しうる最 も高い所に到達 しえた人物として造型されていることを思わざるをえない。
出家 という善行を阻まれたとき、内に省みて前生か らの罪障を思い到るということについ








て造型 されている。けれども、絶えず物語を前に押 し進めるべき存在 として、徹底性をかい
ていた。その点では、光 る君の手中にあって守 られているようであるけれども、それだけに






第一節 御法 ・幻巻の生涯回顧 光る君の生涯回顧に関する叙述は、御法巻にもみ られ、
その相違する点については後に述べるが、共に前章 「紫上を考える」でふれた若菜下巻の回
想 とは一線を画する共通点が二つある。それは紫上との死別を契機として省みられる生涯を
「悲 しく常なき世を思ひ知るべ く、仏などのすすめ給ひける身を」(御法)「 世のはかなく憂
きを知 らすべ く、仏 などの掟て給ひける身なるべ し」(幻)と 、自らの運命の欠けを仏の赴
けと受けとめていることが一つ、二つには 「ひたみちに行におもむきなむに、さはり所ある





数回を数えることが出来るであろう。 しか し、 この時以来決意は固 く、幻巻の翌年には嵯峨
院に隠棲出家 して、然るべき勤行の時を過 して世を去 ったことが宿木巻に見えている。
っぎに両者の違いをみる。御法巻での思惟は、紫上に死別直後忌に籠っている時の もので
あった。それゆえ、その思惟は死別による無常の経験が強調 されそれが中心となっている。
けれども幻巻の述懐では、もう少 し余裕をとり戻 して 「口惜 しき契りにもありけるかな、と、
思 うこと絶えず」とし七 「世のはかなく憂きを知 らすべ く」といっている。この 「口惜 しき
契」と思い 「憂き」と受けとめ られるべきものこそ、光る君の生涯 において最も問題とされ
ていることを知るのである。次にその内容をみよう。





いっていることである。これは、幻巻 と同質の、 しかも、さらに詳 しい内省を垣間見 させて
いるものと考えられるか らである。
口藤壺との問題考察 藤壺との問題に関 しては、生涯戦 く心を持ち続けなければならなか っ
た。そこには常に 「罪」の語 も用いられていた。ただ藤壺との間の問題で罪 というとき、一
般 に不倫を考えられているようであるが、それは違うのではないか。光る君が桐壺帝に懐 く
文20




桐壺帝に対 してではなく、仏の真理に背 くこととして意識 されたのではないか。それは仏教
では最も重い罪だか らである。朝顔巻で紫上に語 った藤壷への思慕(暗 示的なものであった
が)は 、それゆえに境を異にした藤壺の悩みを引出 したのである。
日六条御息所との問題考察 六条御息所に対 して懐いている悔恨の情は、物語の中で繰 り
返し語られているが、若菜下巻で紫上に縷々と語 ったものの中にその全貌がみ られる。 しか







国幻巻の生涯回顧の意味 このように見て くると、幻巻の 「口惜 しき契」は、藤壺を中軸
















第一節 浮舟と僧都の消息 浮舟は僧都の消息を槌かに見た。事態 も察知出来た筈である。
けれども拒んだ。僧都 と浮舟には落差があったからである。
第二節 浮舟における薫の問題 僧都の懇ろな諭 しに対 して浮舟は答えられなか った。そ
れは、浮舟には浮舟 としての一貫 した心情があったからである。妹尼の留守中、中将の訪問
を逃れて母尼の部屋に忍び入 り、まんじりともせず明した夜、浮舟は初めて自分の過去を振
り返 り、匂宮にほだされた自分を反省 して、薫 と匂宮との価値転換をその心に銘記 したので












愛情 として、その愛情はその時 こそ本当に新 しく捉え直され、位置づけられたであろう。そ
こに、痛みをもつもの同志の配慮が生まれて くる筈であり、そこに自ずと対処の方法も生ま


















想性 とは別の、より現実に即 した1本 当のいみで救われ難い姿を描かれているのではないか
と思 う。それも一っの宗教的な扱い方ではある。その救われ難い姿としての描かれ方を次の























































物語の注釈書でも最 も古い部類 に属するr源 中最秘抄』であり、 これがr河 海抄』に受継が
れて殆ど承認 された形になっている。
けれどもその人柄、行動、時代を考証 して肯けない問題を多々発見 したので、むしろ源氏
物語作者の身辺を探って身近な人物、異母弟の定逞(園 城寺律師)を 探 りあてた,
第二節 紫式部の家系の中の定逞 記録類 と尊卑分脈とによって歴史的な考証をもって吟
味 した。
第三節 園城寺蔵 「阿闊梨伝法灌頂血脈」の中における定逞 探求の歩を進めて園城寺の
r阿閣梨伝法灌頂血脈』の写 しを借覧する幸せを得たので、それによってその灌頂を受けた
師伝の系統阿閣梨から律師になった年代の考証等新たな考察を示 した。




第五節 物語において顕著な諸徴標は天台系の ものである 概観の項でふれておいた通 り、
典籍、諸行事、諸行法殆ど天台系のものである。
第六節 近親者に僧侶を持っということについて 定逞の師勝算等 という人物に、物語の
僧侶のす ぐれたイメージのモデルを見出 しうるのではないか。
第三章 源氏物語と往生要集 との関係




た 「本朝麗藻』の作者文人達 も加っているので、そういう鉾々たる人達 と為時との格差を考
えても、為時を通 して話は耳に入ったであろうし、定逞、康延を通 しても何 らかの噂は伝わっ
たであろうと思われる。
第二節 源氏物語 との関連に向けての往生要集の吟味 往生要集の主眼とするところの物
語の厭離思想について考察する。






































六条御息所、藤壺は出家勤行をなしており、八宮 も出家 こそ していないが、その在俗の生活
は、往生の為にのみあった様な姿勢であったにも拘 らずである。救われ難い人間の現実を見
据えた相宗の方向を示すものではないかと思 うのである。















第一節 源氏物語における神仏習合思想の反映指摘 源氏物語で神仏習合の思想を表 して
いるところはニケ所、石清水八幡の 「五師」、(玉髪)加 持の前の神分の祈疇、般若心経の読
言雨(手 習)の み しかないこと、 しかもそれは無意識の反映で しかないこと、を明かにした。







以上によって 「あとを垂れ給ふ神」の表すものは、勝婁経義疏 ・法華文句第九下等にみ ら
れる、仏教内での、その本来の用例にならって、神の霊験そのものに応用 した用法とみる。
文27
それ に は、 更 級 日記 、 竹 芝 伝 説 の項 に あ る用 例 の傍 証 も援 引 した 。.・













で一 ・二で取 りあげられなかった源泉 としての仏教のこと、また仏教以外の儒教、老荘思想
との関連についてのこと等を述べた。




















第二章 源氏物語に影響を与えた白氏文集 源氏物語引用の長恨歌に徴 して
系流を探る
源氏物語葵巻に引用されている長恨歌の語句が現行の文集詩と異なることか ら探 り、同 じ






































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文は、「源氏物語』の宗教的精神の諸相 ・特質 ・歴史的背景などを、主として仏教 と
の関連において考察 したものである。r源 氏物語』にあらわれた仏教関係の記述にっいては、












して設定 している。その際、r源 氏物語』の宗教的精神と仏教史的基盤 との相関性を、絶え
ず視野に入れるべきことに言及 しているのは言うまで もない。そうした観点から、浮舟に対
して示す横川僧都の、万人救済への熱意 と自在な言行に注目し、そこに天台の大乗仏教の
「聖だつ」体現者を看取できるとする。一方、出家を希求 しなが らも、光る君の許諾を得 ら
れずに現世の苦悩を凝視す る紫上の内省には、罪障の自覚が認められ、興福寺の教学である
唯識法相宗の五性各別の思想が潜んでいると指摘する。「源氏物語』の中に、奈良時代の旧
仏教の流れを とどめる法相宗的思想 と、新たな時代に対応 していく天台宗的思想の併存を確
認 し、それが一般貴族である紫上の理想性と、官僧としての横川僧都の現実的人生態度を、
それぞれ領導 している事実を明らかに した見解は注目に値する。 これまで、天台教学の視点




貫 くとともに、浮舟に対 して自在な立場から慈悲と救済への道を指 し示す僧都の人物像が、
多角的 に解明される。特に、「第二章 横川僧都に}」においては、浮舟へ寄せた僧都の消憩、
の内容を、r浬 薬経』やr四 分律』を援用 しなが ら釈義 し、還俗勧奨の真意を明らかにする。
天台の 「菩薩戒」の境地を横川僧都に読み取 ることによって、浮舟の未来に対 して責任を負
う人物像が造型されるに至った意図と経過を克明に追究 している。従来、僧都の消息をめぐっ
て、浮舟への還俗勧奨説 と還俗否定説が鋭 く対立 していたが、本論文の緻密な論証にょって、
前者の正当性が立証 されたことは疑いを入れないところである。
「第三章 僧侶像」においては、卓越 した横川僧都の造型に至るまでの、夜居の僧都 ・北






「第四章 源氏物語 におけるrひ じり』にっいて」では、r源 氏物語』の僧侶像が 「聖」
への志向を伴 って造型されている事実を前提に、「聖」の意味を広 く中国の用例の検索をと
お して考察 し、主として儒教や老荘思想にかかわる 「叡智」「先識 ・先見」「精通」などの原
義に発するものであると説 く。 日本の用語 もその例に漏れるものではないが、奈良時代後期









「第五章 明石入道の造型について」においては、明石入道が 自らの生 とは別途に、夢告
によって敷設された明石の君の宿世実現に寄せた祈願の内実を明らかにし、皇室守護の神と
しての 「住吉の神」に祈 り続けた意味について述べている。入道を世俗の人とする所説を退
け、出家者 としての道を貫いた宗教性を高 く評価 している点、及び 「住吉の神」を水路の神
とす る通説を批判 し、r住吉大社神代記』によって皇室守護の神であると規定する立場か ら、
いわゆる本地垂　説を否定 していることは、今後、明石入道観の訂正を促す貴重な提言 とな
るに違いない。
「第六章 紫上を考える」では、夕霧巻 ・若菜下巻 ・御法巻の、解釈上多くの疑義を含む




「女 ばか り、身を もてなすさまも所狭 う、あはれなるべきものはな し。」以下の文章は、紫














「第二篇」の 「第一章 比叡 山延暦寺の教説」においては、r源 氏物語』の仏教思想は、
平安仏教の中で も特 に天台系に基づ く事例が多 く、天台に発する往生思想、r往 生要集」の
掲げる念仏往生思想の投影と考えられる叙述が少な くないことを詳述 している。一方、延暦










「第三章 源氏物語 と往生要集 との関係」においては、r源氏物語』の中にr往 生要集』
の痕跡を探索 し、その影響を検証 した上で、念仏思想を作者がどの程度信 じていたかに疑義
を提示 し、む しろ法相宗的思想の浸透をこそ考慮すべきであると主張する。「














物語』に登場する主要人物の造型に、天台 ・法相の両派の思想が深 く関与 している事実を指





き記述 も二、三指摘 されな くもない。一方、「源氏物語』研究における人物論の成果を広く
視野に入れての論考であることについては、これまで も随所に触れてきたが、更に、構想論
や構成論との関連にもより積極的に言及することによって、本論文の内容は、一層補強され
ることになるであろう。 しか しながら、これらのことは、いずれ も本論文の学術的価値にか
かわるものではない。
総 じて、本論文は、先行の研究業績を批判的に踏まえ、 しかも独創的な着想 と綿密 ・周到
な論証によって、r源 氏物語』研究史上、未踏の分野を切り開き、斯学の水準を高めたもの
であることは、疑いを入れないところである。
以上の理由によって、本論文の提出者は、文学博士の学位を授与されるに十分な資格を有
するものと認められる。
文34
